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第 2章　食を取り巻く現状と課題

　毎日を楽しく過ごすためには、心身ともに健康であることが求められます。

　いわき市健康推進員協議会は、地域住民の健康づくりを推進することを目的に、

平・小名浜・勿来・常磐・内郷・四倉の 6方部ごとに、それぞれの地域の特徴を

生かしたボランティア活動を通して、地域の方々（友人、知人、近所）とともに楽

しみながら健康づくりを学んでいます。

　全体の活動としては、毎月 19日の「食育の日」に食の大切さをお知らせするた

めのリーフレットの配布や、運動の効果を実践するためのハイキング等を行ってい

ます。また、健康づくりを推進していくにあたり、新しい知識等を得ることを目的

に、育成支援研修会を年間 5回受講しています。

　各方部の主な活動内容は、次のとおりです。

【平方部】

　　「男性のための料理教室」では、いわき産のトマトを使用したトマトソースハ

　ンバーグ、スパゲティ、いわき産葱を使用した葱スープを作り、料理経験がない

　男性が、これからも料理に挑戦したいと話していました。

【小名浜方部】

　　「おやこの食育」事業では、小学生とその保護者の参加により、調理実習を行

　いました。小学生も楽しく作ることができ、野菜嫌いの子でも喜んで食べること

　ができました。

【勿来方部】

　　「スポーツと食育」事業では、植田サッカースポーツ少年団の団員とその保護

　者に「おにぎりと豚汁」を食べていただきながら、食育啓発用下敷きを使用し、

　食の大切さやバランスのよい食事についてお話しました。

【常磐方部】

　　「よい食生活をすすめるためのグループ講習会」と題し、成人を対象に調理実

　習を開催しました。参加された方からは、今後も栄養バランスのよい食事や薄味

　に心がけたいとの声が聞かれました。

【内郷方部】

　　「作って食べよう、楽しい食事」事業では、小学生とその保護者を対象に調理

　実習を行い、食の大切さ、食品を選択する力やバランスのよい食生活について学

　んでいただきました。


